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公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
排
除
措
置
計
画

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

排
除
措
置
が
疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
を
排
除
す
る
た
め
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

排
除
措
置
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

前
項
の
認
定
は
、
文
書
に
よ
つ
て
行
い
、
認
定
書
に
は
、
委
員
長
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合

議
に
出
席
し
た
委
員
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
項
の
認
定
は
、
そ
の
名
宛
人
に
認
定
書
の
謄
本
を
送
達
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
排
除
措
置
計
画

が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
で
こ
れ
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

四
項
及
び
第
五
項
中
「
認
定
書
」
と
あ
る
の
は
、「
決
定
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
排
除
措
置
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
正
取

引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
八
条
の
四

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
の
二
第
一
項
（
同
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
第
四
項
、
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
七
条
の
二
、
第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
第

二
十
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
の
六
ま
で
の
規
定
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
前
条
第
三
項
の
認
定
（
同
条
第
八
項
の

規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
条
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
八
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。）を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
に
係
る
疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
及
び
排
除
措
置
に
係
る
行

為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
あ
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
四
十
八
条
の
五

公
正
取
引
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
決
定
で
、
第
四
十
八
条

の
三
第
三
項
の
認
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
排
除
措
置
計
画
に
従
つ
て
排
除
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と

認
め
る
と
き
。

二

第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
当
該
認
定
を
受
け
た

こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

第
四
十
八
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
認
定
書
」
と
あ
る
の
は
、「
決
定
書
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
の
認
定
の
取
消
し
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
取
消
し

が
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
期
間
の
満
了
す
る
日
の
二
年
前
の
日
以
後
に
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該

認
定
に
係
る
疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
対
す
る
第
七
条
第
二
項
（
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
第
七
条
第
二
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
消
し
の
決
定
の
日
か
ら
二
年
間
に
お
い
て
も
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
は
、
第
七
条
の
二
第
一
項
（
同
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
条
の
二
か
ら
第
二
十
条
の
六
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第

二
項
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
の
二
第
二
十
七
項
（
第
八
条
の
三
及
び
第
二
十
条
の
七
に
お
い
て
読
み

替
え
て
」
と
、「
、
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
七
条
の
二
第
二
十
七
項
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
六

公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
三
条
、
第
六
条
、
第
八
条
又
は
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
す
る
疑
い

の
理
由
と
な
つ
た
行
為
が
既
に
な
く
な
つ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
促
進
を
図
る
上

で
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
よ
り

通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
条
第
一
項
（
第
六
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
後
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
者

イ

疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
を
し
た
者

ロ

疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
を
し
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅

し
た
と
き
に
お
け
る
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人

ハ

疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
を
し
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
か
ら
分
割
に
よ
り
当

該
行
為
に
係
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
承
継
し
た
法
人

ニ

疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
を
し
た
者
か
ら
当
該
行
為
に
係
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
譲
り
受
け
た
者

二

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
の
概
要

ロ

違
反
す
る
疑
い
の
あ
つ
た
法
令
の
条
項

ハ

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

第
四
十
八
条
の
七

前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
が
排
除
さ
れ
た
こ
と

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
自
ら
策
定
し
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
実
施
し
よ
う
と
す
る
措
置（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
ま
で
に
お
い
て「
排

除
確
保
措
置
」
と
い
う
。）に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
八
条
の
九
に
お
い
て
「
排
除
確
保
措
置
計

画
」
と
い
う
。）を
作
成
し
、
こ
れ
を
当
該
通
知
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
公
正
取
引
委
員
会
に
提
出
し
て
、
そ
の

認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

排
除
確
保
措
置
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

排
除
確
保
措
置
の
内
容

二

排
除
確
保
措
置
の
実
施
期
限

三

そ
の
他
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
項

公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
排
除
確
保
措
置

計
画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

排
除
確
保
措
置
が
疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
十
分
な
も
の
で
あ

る
こ
と
。

二

排
除
確
保
措
置
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
四
十
八
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
排
除
確
保
措
置

計
画
が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
で
こ
れ
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。第

四
十
八
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
認
定
書
」
と
あ
る
の
は
、「
決
定
書
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
排
除
確
保
措
置
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
公

正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
正
取
引
委
員
会
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
八
条
の
八

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
の
二
第
一
項
（
同
条
第
二
項
及
び
第
八
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
第
四
項
、
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
条
の
二
か
ら

第
二
十
条
の
六
ま
で
の
規
定
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
前
条
第
三
項
の
認
定
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

の
認
定
を
含
む
。
次
条
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
八
条
第
二
項
及
び
第
七
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
し

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
に
係
る
疑
い
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
及
び
排
除
確
保
措
置
に
係
る
行
為
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
あ
つ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
八
条
の
九

公
正
取
引
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
決
定
で
、
第
四
十
八
条

の
七
第
三
項
の
認
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
八
条
の
七
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
排
除
確
保
措
置
計
画
に
従
つ
て
排
除
確
保
措
置
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

二

第
四
十
八
条
の
七
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
虚
偽
又
は
不
正
の
事
実
に
基
づ
い
て
当
該
認
定
を
受
け
た

こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。
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